
























1.新生児乳児早期に発症する心疾患 

先天性心疾患は病型によってそれぞれ異なった自然歴がある。症状の発現はその一つの現

われである。 

出生に伴って胎児循環から成人循環への移行が起こる訳であるが,この際,その移行の障害

ないし成人循環の成立不能な状態があれば直ちに症状が表われる。出生直後に発症する心

疾患は,その様な病態を有するもので極めて重篤である。一方,成人循環成立可能な疾患は,

一つは,成長発育に伴う変化－酸素需要と心拍出量の増加への心肺の対応能の変化,漏斗部

狭窄の進行など一で,他は,肺血管抵抗の低下に伴う肺血流量の増加のため,それぞれの症

状が表われる。 

新生児幼児早期における主な症状は,多呼吸に代表される心不全症状,チアノーゼ,および

その両者である。.それぞれの項に分け,頻度の比較的高い病型を好発年齢とともに図 1に

示した。 

鑑別すべき病態としては,大きな系統動静脈瘻,双胎児間輸血,過粘度症候群,貧血,胎児循

環遺残,低血糖,低カルシウム血症,敗血症,などである。 


